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挙
安
時
代
の
末
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
か
け
て
武
士
が
歴
史
の
表
面
に
現
れ
て
活
動
し
、
政
権
を
把

る
や
う
に
な
る
。
武
士
は
元
來
、
田
舎
の
開
け
な
い
地
方
に
居
っ
た
か
ら
、
元
は
そ
の
文
化
が
低
か

っ
た
。
趣
味
が
下
劣
で
響
動
が
粗
野
で
蕪
學
で
あ
軌
文
盲
で
あ
・
。
李
家
物
語
（
蜷
）
に
源
義
仲
を

「
色
自
う
み
め
は
よ
い
男
に
て
有
け
れ
ざ
も
、
蓮
居
の
ふ
る
ま
ひ
の
無
骨
さ
、
も
の
い
う
た
る
詞
つ
や

き
の
か
た
く
な
な
る
事
限
り
な
し
。
　
理
か
な
、
二
歳
よ
）
推
に
填
る
ま
で
、
信
濃
國
木
曾
こ
い
ふ
山

里
に
佳
な
れ
て
お
は
し
け
れ
ば
、
な
じ
か
は
よ
か
る
べ
き
。
」
ご
あ
る
如
ぐ
、
「
生
、
叉
は
一
生
の
大
孚

を
田
舎
で
暮
し
た
武
士
は
、
大
抵
義
仲
同
標
に
無
骨
粗
野
で
あ
り
．
無
勢
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
源

頼
朝
努
あ
重
臣
た
る
土
肥
巡
回
や
千
葉
常
胤
を
さ
へ
～
分
岳
濁
乏
武
士
也
（
吾
妻
鏡
元
暦
元
年
十
…
月
）
を
詳
し

て
る
る
。
但
し
こ
、
の
清
濁
の
匿
別
ビ
は
、
心
の
清
濁
帥
ち
倫
理
的
鋼
断
の
男
心
で
は
な
く
し
て
、

知
識
的
判
断
に
つ
い
て
言
っ
た
の
で
、
黒
白
の
逼
別
も
知
ら
な
い
程
、
無
帽
だ
ε
い
ふ
意
味
で
め
る
。

，
、
引
條
兼
良
の
東
齋
随
筆
に
次
φ
や
う
な
話
が
載
せ
て
め
る
。
．
軍
安
時
代
中
期
の
道
長
の
頃
の
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話
で
あ
る
が
、
大
中
臣
輔
弼
が
六
條
室
町
の
邊
に
邸
を
構
へ
て
る
た
。
翌
春
、
軒
近
き
梅
が
枝
に
、
毎

日
鶯
が
來
で
美
し
い
盤
で
鵬
く
の
で
、
こ
れ
を
愛
し
、
或
H
、
時
の
歌
人
ざ
も
を
数
名
招
待
し
て
、
鶯
の

聲
を
聞
か
せ
よ
う
ご
し
、
淀
。
　
豫
め
君
使
っ
て
み
る
伊
勢
武
者
に
、
客
人
を
招
待
す
る
か
ら
．
鶯
を
逃

が
す
な
ε
命
じ
て
お
い
た
。
朝
か
ら
歌
人
ざ
も
が
集
っ
て
、
今
や
鶯
が
鳴
く
か
ご
．
大
聲
で
話
も
せ

す
に
待
っ
て
る
た
が
、
正
午
近
く
な
っ
て
も
、
鳴
か
な
い
。
今
日
に
限
っ
て
ざ
う
し
た
こ
ざ
か
ご
、
生

人
は
件
の
武
士
を
呼
ん
で
「
今
日
は
來
な
い
の
か
。
」
ご
訊
ね
る
ビ
「
先
程
か
ら
來
て
る
ま
す
が
、
逃
げ

さ
う
だ
っ
た
か
ら
、
召
し
止
め
ま
し
た
。
」
ご
答
へ
た
。
「
召
し
止
め
る
ビ
は
ご
う
す
る
の
か
。
」
ε
愚

み
か
け
て
訊
ね
る
と
「
取
っ
て
下
り
ま
す
。
」
と
言
つ
で
立
去
b
、
木
の
枝
に
鶯
を
紐
で
結
び
つ
け
て

持
っ
て
來
た
。
驚
い
て
、
そ
の
埋
由
を
聞
く
ご
「
昨
日
の
仰
せ
に
、
鶯
を
逃
が
す
な
ε
承
り
ま
し
た
か

ら
、
云
ふ
甲
斐
な
く
逃
が
し
て
は
、
弓
矢
取
る
身
の
不
蝿
ご
存
じ
、
矢
を
は
．
げ
て
射
落
し
ま
し
た
。
」
ご
、

し
た
り
顔
に
言
っ
た
。
武
士
の
面
つ
き
が
、
あ
ま
り
恐
し
い
の
で
並
み
居
る
歌
人
も
、
誰
「
人
そ
の

無
作
法
を
な
じ
み
者
が
な
く
、
一
人
去
り
二
入
去
り
、
ろ
く
に
挨
拶
も
せ
す
、
還
っ
た
ε
あ
る
。
伊
勢

武
者
は
李
清
盛
の
…
族
で
あ
ら
う
。
撰
勢
望
氏
ご
す
る
ご
、
文
雅
風
流
で
聞
え
だ
準
氏
も
、
最
初
は
．

か
ぼ
ご
、
に
無
風
流
、
没
三
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
い
ぶ
の
で
あ
る
。
作
り
話
か
も
知
れ
な
い
が
、
猿

始
的
な
武
士
の
無
學
な
瓢
が
、
よ
く
描
れ
て
る
る
。

　
　
口
拗
本
刷
朕
畜
障
史
上
の
ノ
手
加
貿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
一
二
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み

・
軌
樺
北
條
泰
時
は
古
今
稀
に
見
る
良
政
治
家
で
あ
る
が
、
彼
れ
が
鎌
倉
幕
府
の
根
本
法
典
な
る

貞
永
式
目
を
作
っ
た
時
に
，
そ
の
制
定
の
事
情
を
書
い
て
、
京
都
の
六
波
羅
探
題
を
し
て
み
る
「
族

の
重
時
へ
逡
つ
た
手
紙
の
中
に
も
、

　
　
此
の
式
目
は
た
“
国
名
を
知
れ
る
も
の
、
世
間
に
お
ほ
く
候
が
ご
ご
く
、
あ
ま
ね
く
人
に
心

　
「
え
や
す
か
ら
ん
た
め
に
、
武
家
の
入
…
の
御
は
か
ら
ひ
、
遁
る
べ
き
に
あ
あ
す
候
也
。
凡
法
今

　
噛
（
大
寅
令
以
下
の
紳
令
絡
式
）
の
を
し
へ
め
で
た
－
候
な
れ
ご
嵐
武
家
の
な
ら
猷
民
間
の
法
そ
れ
を
う
か
㌫

　
　
知
り
た
る
も
の
は
百
千
が
中
に
一
喫
…
も
あ
り
が
た
く
候
歎
。
秘
、
諸
人
知
ら
す
候
慮
に
、
俄
に

　
　
法
意
を
も
て
理
非
を
勘
候
時
に
、
早
帰
の
官
人
、
心
に
ま
か
せ
て
輕
「
重
の
交
共
を
ひ
き
か
ん
が

　
　
へ
候
な
る
回
路
勘
録
一
同
な
ら
す
候
ゆ
へ
に
、
挙
挙
迷
惑
候
云
々
こ
れ
に
よ
り
て
丈
盲
の
輩
も

　
　
か
ね
て
思
惟
し
、
御
成
敗
も
努
々
な
ら
す
候
は
む
た
め
に
、
こ
の
式
目
を
註
置
か
れ
候
者
也
。

ε
言
っ
て
あ
る
。
又
刷
の
手
紙
に
曰
く

　
　
か
ね
て
式
目
を
つ
一
ら
れ
候
。
其
歌
蓬
ま
い
ら
せ
候
。
か
や
う
の
事
は
宗
ご
法
令
（
麟

　
　
簡
辮
）
の
文
に
昇
等
ぞ
沙
汰
あ
る
べ
き
に
て
候
に
、
ゐ
中
に
は
其
溢
を
う
か
ざ
知
た
る
も

　
　
の
千
入
萬
人
の
中
に
「
入
だ
に
も
あ
り
が
た
く
候
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
朝
廷
の
法
国
は
馬
丁
が
完
備
し
て
み
る
が
、
そ
れ
を
よ
く
心
得
た
者
は
千
人
萬
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人
の
中
に
「
人
も
な
い
ビ
い
ふ
の
で
あ
る
。
文
意
か
ら
は
、
こ
》
の
無
學
の
輩
は
必
ず
し
も
武
士

ご
限
ら
な
い
。
「
普
く
人
の
心
え
や
す
か
ら
ん
た
め
に
」
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
主
ビ
し
て
武
士
が

裁
剣
官
ε
な
る
時
の
心
得
を
目
標
ε
し
た
事
ご
思
は
れ
る
Q

　
し
か
し
か
く
素
養
の
乏
し
い
武
士
、
元
來
文
化
の
程
度
の
低
い
武
士
も
支
配
階
級
ご
な
れ
ば
無

學
で
は
困
る
。
李
均
し
て
は
学
問
に
志
す
者
が
少
く
、
ま
た
學
問
の
程
度
は
低
く
て
も
、
全
然
無
學

で
は
無
か
っ
た
。
承
久
の
働
に
北
條
泰
時
に
從
ふ
武
士
五
千
人
中
、
院
宣
を
護
み
得
た
者
は
藤
田

三
郎
只
一
人
だ
ビ
云
ふ
の
は
、
勿
論
吾
妻
鏡
の
讃
方
の
誤
謬
で
あ
る
。

　
庭
訓
往
來
の
三
月
の
條
に
、
武
士
の
邸
宅
の
「
般
形
式
を
示
し
だ
申
に
、
畑
瀬
所
や
文
庫
を
設
け

る
べ
き
こ
ご
を
述
べ
て
み
る
。
　
こ
の
學
間
所
は
勿
論
書
齋
の
意
で
あ
っ
て
、
學
校
の
事
で
は
な
い
。

庭
訓
往
來
は
後
に
も
説
・
く
如
く
、
足
利
四
代
將
馬
蝉
持
頃
の
署
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
武
士
の
邸
宅
の

形
式
も
、
義
持
ご
ろ
の
形
式
で
あ
る
ε
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
少
し
湖
っ
て
鎌
倉
時
代
の
未
に
は
既

に
が
、
る
學
間
所
や
文
庫
を
設
け
る
こ
ご
が
、
可
な
り
普
及
し
て
み
た
も
の
か
ε
思
は
れ
る
。
　
有

名
な
足
利
學
稜
や
金
澤
文
庫
も
が
、
る
學
間
所
や
文
庫
の
登
達
し
た
も
の
で
あ
る
Q

　
元
來
文
化
の
低
い
武
士
が
、
學
問
を
す
る
こ
な
れ
ば
、
大
低
は
儒
書
を
軽
ん
だ
り
、
詩
文
を
三
つ
π

り
す
る
．
比
較
的
高
等
な
研
究
よ
り
も
，
内
容
の
軍
純
な
、
す
ぐ
問
に
あ
ふ
實
用
．
的
な
文
字
、
語
句
を
知

　
　
口
日
本
教
育
吏
上
の
手
奮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山ハ

ﾜ



7t54

　
　
哲
墨
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研
究
　

麓
瓢
臼
四
十
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八
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’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
ハ
山
脚

る
だ
け
で
も
、
事
が
足
り
る
わ
け
で
あ
る
。
か
、
る
程
度
の
漢
字
の
知
識
は
手
習
の
手
本
を
少
し

工
夫
し
て
、
常
識
的
な
初
歩
の
知
識
を
含
む
も
の
ε
し
て
お
け
ば
、
日
常
入
用
な
文
字
の
一
通
り
の

事
は
、
手
習
の
問
に
畳
え
る
こ
ε
が
列
聖
る
Q
　
そ
れ
以
、
上
、
志
の
深
い
も
の
は
、
儒
数
の
経
傳
な
り
、
詩

や
文
を
學
ぶ
の
も
よ
い
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
は
、
前
記
の
如
く
、
一
般
輩
學
問
が
衰
へ
て
る
る
か

ら
、
昔
の
李
安
盛
時
に
朝
臣
た
ち
が
漢
文
學
を
盛
ん
に
學
習
t
た
や
う
な
事
は
、
鎌
倉
時
代
に
於
て

は
、
ε
て
も
出
走
る
も
の
．
で
は
な
い
。
儒
者
の
家
筋
や
學
僧
等
は
別
こ
し
て
、
公
卿
や
武
士
ざ
も
は
、

普
通
は
さ
う
深
い
學
問
は
な
い
。
　
ま
し
て
低
い
階
級
の
武
士
、
下
っ
て
農
工
商
入
の
類
は
手
習
の

際
に
得
た
漢
字
の
知
識
で
も
、
世
渡
り
に
↓
通
り
は
間
に
合
っ
て
み
た
で
あ
ら
う
。

　
故
に
手
習
が
一
般
學
脅
の
第
「
歩
で
あ
り
、
し
か
も
、
多
く
の
場
合
、
學
習
の
絡
黙
で
も
あ
っ
た
。

吾
妻
鏡
仁
治
二
年
十
二
月
入
日
の
條
に
、

　
　
小
侍
所
番
士
更
被
‘
改
レ
之
、
毎
番
田
　
諸
事
藝
能
一
塁
、
　
入
綾
被
レ
加
ゾ
之
云
、
手
跡
、
弓
馬
、
蹴
鞠
，
管
絃
、
郵
曲

　
　
以
下
事
云
々
、
諸
人
随
其
志
「
可
レ
始
二
如
レ
此
一
藝
乏
由
被
　
塗
下
一
是
於
レ
時
依
レ
可
レ
有
二
御
要
一
也
。

叉
同
書
文
癒
元
年
正
月
廿
目
の
條
に
も
、

　
　
今
日
雪
御
所
中
ハ
被
ヒ
定
日
置
鷹
番
黒
印
其
内
於
一
一
批
士
［
者
、
歌
道
、
蹴
鞠
、
管
絃
、
右
筆
、
弓
馬
、
鄙
曲
以
下
、
郁
以

　
　
塞
二
藝
一
之
輩
者
、
於
レ
時
依
レ
可
F
有
二
御
要
ハ
被
レ
塞
餌
壷
一
曲
、
云
々
。



7澗．

ご
み
る
。
右
筆
は
こ
、
で
は
勿
論
書
遁
の
義
で
あ
る
。
右
の
手
跡
、
弓
馬
な
ご
六
ウ
の
藝
能
が
武

士
の
修
養
範
團
の
全
部
ご
は
言
へ
な
い
に
し
て
も
、
ほ
や
主
な
も
の
を
列
爆
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、

武
士
は
所
謂
學
問
こ
し
て
は
、
主
に
習
宇
を
行
っ
た
も
の
こ
見
て
よ
い
。
沙
石
集
に
或
信
の
學
問

の
出
世
た
事
を
「
手
　
な
ん
ご
も
な
だ
ら
か
な
参
け
れ
ば
、
』
（
巻
一
下
）
ご
記
し
て
あ
る
の
も
、
同
じ
事
例

で
あ
る
」

　
鎌
倉
時
代
以
後
に
な
っ
て
も
、
手
習
以
上
に
は
、
下
情
安
時
代
に
中
心
の
學
問
ε
見
ら
れ
た
漢
學

を
、
學
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
末
か
ら
室
町
時
代
に
は
、
手
習
が
漢
學
ご
同
じ
度
合
に
重
ん

せ
ら
れ
る
に
及
び
、
手
習
ご
漢
學
ご
の
二
者
を
並
。
へ
聡
し
て
、
優
れ
た
學
者
の
慰
む
べ
き
重
要
な
修

養
ご
見
る
や
う
に
な
っ
た
。
室
町
時
代
に
廣
く
行
は
れ
π
寺
院
で
行
ふ
俗
人
数
育
も
、
手
習
の
み

を
写
す
る
か
、
然
ら
ず
ん
ば
、
手
習
ご
護
書
ご
を
學
零
せ
し
め
た
や
う
で
あ
る
。
細
川
頼
懸
章
に
「
天

龍
寺
ノ
長
∵
陽
春
屋
曽
爾
法
華
正
藏
圭
ト
玉
入
ア
ソ
、
能
書
ト
正
文
舞
舞
ニ
ナ
ラ
ゼ
ナ
シ
」
｝
記
シ
、
又

「
東
寺
澄
狭
法
師
ハ
能
書
ト
云
、
内
外
傳
ト
モ
ニ
通
達
ノ
入
ナ
ン
ご
な
ざ
、
記
し
て
あ
る
の
は
，
共
に

右
の
例
に
該
齢
す
る
。
偶
、
春
曇
や
澄
快
は
特
に
手
習
ご
凶
和
書
ε
に
並
び
勝
れ
て
み
た
か
も
知
れ

な
い
が
、
當
時
室
町
時
代
は
學
者
の
造
詣
を
繕
歎
ず
る
に
は
、
い
つ
も
手
盛
ご
學
問
ご
を
併
せ
暴
げ

る
風
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
岩
屋
の
草
紙
」
に
「
手
書
意
匠
を
書
い
て
あ
る
の
も
、
こ
の
草
紙
の
主
人

　
　
胃
口
本
崩
教
育
図
上
の
手
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
配
慮
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哲
墨
・
研
究
　
第
㌫
日
四
十
・
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
入

公
が
一
人
で
書
の
大
家
ε
言
言
の
大
家
ご
を
蕪
ね
て
る
る
ε
い
ふ
意
味
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
六

　
し
か
し
ご
く
初
歩
の
所
で
辛
，
署
す
る
な
ら
ば
、
前
言
に
記
し
淀
如
く
、
轡
字
の
手
本
を
少
し
工
夫

す
れ
ば
、
論
罪
を
特
別
に
學
書
し
な
く
て
も
す
む
わ
け
で
あ
る
。
．
身
分
の
低
い
武
士
や
撫
民
は
實

用
に
間
に
あ
へ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
習
宇
を
専
ら
行
っ
て
、
そ
の
間
に
日
常
必
須
の
文
字
を
學

び
言
え
π
も
の
ご
思
は
れ
る
。
文
字
ば
か
り
を
集
め
π
教
科
書
に
は
、
古
來
千
字
文
な
ざ
も
あ
る

が
、
こ
れ
で
は
丈
字
の
用
法
が
分
り
か
ね
る
。
叉
日
用
必
須
な
常
識
を
網
羅
し
た
小
さ
い
百
科
全

書
ご
も
い
ふ
べ
き
鍛
科
書
に
は
、
「
口
遊
」
の
・
如
き
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
前
ご
同
じ
三
二
が
あ
る
。

そ
れ
よ
h
も
寧
ろ
實
用
的
な
文
章
で
あ
る
日
用
の
手
紙
を
學
ぶ
の
が
最
も
便
利
で
あ
る
。
最
も

實
用
的
な
文
章
は
手
紙
で
あ
る
。
こ
れ
を
習
字
の
手
本
こ
す
れ
ば
、
日
用
の
語
句
の
用
法
を
知
る

こ
ご
が
出
肥
る
か
ら
、
そ
の
學
響
の
結
果
を
す
ぐ
日
常
の
間
に
合
は
せ
る
事
が
出
來
る
。

　
鎌
倉
時
代
の
末
か
ら
、
室
町
時
代
へ
か
け
て
の
書
道
説
明
の
本
を
見
て
も
、
書
そ
の
も
の
、
説
明

の
外
に
、
大
抵
手
紙
の
書
き
方
を
併
せ
説
い
て
み
る
の
が
多
い
。
竹
馬
．
抄
こ
い
ふ
の
は
．
習
字
の
み

で
な
く
、
色
々
の
数
訓
を
集
め
淀
も
の
で
あ
っ
て
．
斯
波
義
將
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
習
字
に
っ

か
て
の
黒
髪
を
見
て
も
、
書
を
練
習
し
て
お
か
な
凝
ゼ
、
人
へ
手
瓶
を
逡
る
蒋
に
秘
を
か
く
も
の
で
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あ
る
か
ら
、
手
習
を
せ
よ
ご
い
ふ
意
味
の
血
塊
を
掲
げ
で
る
る
。

　
か
く
し
て
初
歩
の
學
問
は
手
警
に
限
ら
れ
、
手
習
の
内
容
は
画
風
的
な
手
紙
交
を
主
ビ
す
る
や

う
に
な
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
手
紙
交
を
習
字
の
手
本
ご
す
る
や
う
に
な
つ
π
の
は
、
何
時
ご
ろ
か
ら
で
あ
ら
う
か
。
　
一

般
に
普
及
し
た
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
ご
思
ふ
。
か
、
る
手
本
を
「
往
來
」
こ
い
ふ
。

「
往
來
」
は
消
息
と
同
じ
搾
乳
で
あ
る
。
　
消
息
の
原
義
は
易
の
豊
卦
に
門
天
地
盈
虚
、
與
時
消
息
」
ご
用
ひ

ら
れ
る
如
く
、
澗
滅
す
る
ご
生
息
す
る
こ
の
意
．
で
あ
る
か
ら
、
進
退
又
は
往
來
の
意
と
「
致
す
る
の

で
あ
る
◎
然
る
に
溝
息
は
縛
じ
て
、
音
信
の
意
に
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
往
來
も
音
信
の
意
に

用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
○
例
へ
ば
白
座
面
集
十
七
灘
陽
春
ビ
題
す
る
詩
の
中
に
「
先
遣
和
風

下
溝
息
」
ビ
い
ふ
句
も
あ
る
。
故
に
煽
戸
の
代
り
に
溝
息
ご
題
す
る
書
も
往
々
あ
る
の
で
あ
る
Q

滑
息
ご
同
じ
意
味
で
問
答
ビ
い
ふ
名
を
附
け
た
の
に
は
、
鎌
倉
初
期
に
申
山
忠
親
の
「
感
心
問
答
」
が

あ
る
。
難
し
い
語
に
は
「
隻
魚
」
の
名
を
附
し
た
の
も
あ
る
Q
古
い
例
は
見
附
か
ら
な
い
が
、
江
戸
時

代
の
も
の
で
「
記
章
隻
魚
」
こ
い
ふ
の
が
あ
る
○
刊
行
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
中
期
ご
ろ
か
ご

思
ふ
。
隻
魚
も
書
信
の
意
味
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
大
江
匡
房
が
高
麗
へ
の
返
牒
を
書
い
淀
中
に
「
墜

魚
猫
難
6
達
昌
鳳
池
之
月
ハ
扁
鵠
何
心
レ
語
呂
鶏
林
之
雲
こ
ご
い
ふ
有
、
名
な
例
も
あ
る
（
績
本
朝
丈
粋
巻
十
…
）
Q
し
か
し

　
　
日
本
球
心
跨
山
謁
レ
山
の
手
秘
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
九
・
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哲
學
研
究
第
百
四
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

径
來
本
に
は
往
來
の
名
が
生
ご
し
て
用
ひ
ら
れ
、
他
の
名
馬
を
使
ふ
こ
ご
は
少
か
っ
た
。

明
か
に
往
來
ご
名
づ
け
た
本
も
最
も
古
い
も
の
は
李
安
時
代
中
期
の
藤
原
明
衡
（
｝
七
〇
〇
年
代
の
始
ご
ろ
）
の

著
し
π
ビ
言
は
れ
る
明
衡
往
來
で
あ
る
。
明
衡
は
出
雲
守
で
あ
っ
た
か
ら
、
雲
州
溝
息
ご
も
雲
州

往
來
ビ
も
い
ふ
。
明
暦
往
來
こ
い
ふ
け
れ
ざ
も
、
明
衡
ご
他
人
ビ
賂
答
し
た
書
簡
の
み
を
集
め
だ

の
で
は
な
い
。
獲
信
人
、
受
信
人
共
に
、
色
々
の
人
の
書
信
を
集
め
て
あ
る
Q
、
こ
れ
ら
の
入
は
皆
實

在
の
入
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
手
紙
は
實
際
に
往
復
し
π
手
紙
で
あ
る
か
、
そ
れ
ε
も
模
範
ご
し
て
假

に
作
っ
た
の
を
集
め
た
の
か
ご
の
瓢
が
は
っ
き
）
し
な
い
。
国
華
彼
家
に
は
異
本
が
あ
っ
て
、
普

通
に
流
布
し
て
み
る
群
書
外
車
本
は
上
中
下
の
三
号
を
更
に
本
末
に
分
け
た
六
窓
本
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
に
上
下
二
重
本
、
四
憲
平
な
ご
色
々
あ
る
。
本
に
よ
っ
て
、
同
文
の
手
紙
で
あ
）
乍
ら
、
口

写
も
貴
信
平
鞘
、
一
致
せ
す
、
手
紙
の
列
べ
方
も
…
致
し
な
い
。
恐
ら
く
六
窓
本
は
最
後
に
整
理
さ

れ
た
形
式
で
あ
っ
て
、
源
形
は
今
獄
の
本
よ
う
も
つ
ご
違
つ
π
も
の
で
な
か
っ
た
か
ご
思
ふ
。
」
從

っ
て
、
振
形
を
つ
き
ご
め
な
い
限
り
、
明
車
往
來
の
中
に
あ
る
手
紙
が
實
用
さ
れ
だ
も
の
か
、
假
作
の

も
の
か
、
明
し
が
た
い
。
併
し
朔
衡
往
來
の
巾
の
睡
蓮
は
確
に
綾
本
朝
文
輝
の
中
に
存
し
て
明
衡

の
作
っ
た
書
状
と
な
っ
て
み
る
。
然
る
に
一
通
だ
け
は
国
国
往
來
で
も
、
獲
信
者
ε
し
て
明
衡
の

名
を
明
嘉
し
て
み
る
が
、
他
の
｝
通
は
明
解
往
來
で
は
、
登
信
者
が
「
左
近
少
將
源
」
ビ
な
り
、
或
は
「
左
衛
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門
佐
高
階
を
な
っ
て
み
る
。
今
の
場
合
、
績
本
朝
文
輝
の
方
を
信
じ
て
よ
い
ご
思
は
れ
る
が
、
ご
に

か
く
、
二
通
で
も
實
際
に
用
ひ
ら
れ
淀
手
紙
が
甥
衡
物
置
に
牧
録
さ
れ
て
み
る
か
ら
、
色
々
の
古
書

を
丁
寧
に
探
索
し
だ
ら
、
明
衡
往
來
中
に
、
も
つ
．
ご
實
用
さ
れ
だ
手
紙
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
．
も
し
明
衡
以
後
の
入
の
作
っ
た
實
際
の
手
紙
も
明
衡
往
來
の
申
に
あ
る
か
も
分
ら
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
二
世
は
明
渡
以
後
に
出
雲
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
故
に
こ
の
往
來
の
編
著
者

を
三
吉
で
あ
る
ご
信
ず
る
こ
ご
は
早
計
な
や
う
で
あ
る
。
た
や
し
編
著
者
は
誰
に
し
ろ
、
手
紙
の

文
膿
，
手
紙
の
内
容
な
ざ
か
ら
見
る
と
，
雫
安
時
代
の
ご
く
末
ま
で
下
る
も
の
ご
も
思
は
れ
な
い
が
、

李
安
．
時
代
の
末
に
は
明
衡
往
來
の
外
に
ま
だ
季
綱
往
來
・
東
山
往
來
な
ざ
も
あ
る
か
ら
、
い
つ
れ
が

最
古
ご
も
明
確
に
言
へ
な
い
。
故
に
今
日
で
は
、
明
平
野
來
を
最
古
の
往
來
本
の
一
つ
ε
見
て
お

く
の
が
、
よ
か
ら
う
ご
思
は
れ
る
。

　
ま
た
明
智
往
事
そ
の
他
最
古
の
往
來
の
編
著
さ
れ
淀
始
か
ら
、
習
字
の
手
本
ご
し
て
用
ひ
ら
れ

た
か
、
否
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
最
初
は
只
作
文
の
模
範
ご
し
て
編
箸
さ
れ
た
も
の
ご
思
ふ

の
で
あ
る
。
し
か
し
明
衡
平
來
も
鎌
倉
時
代
末
に
は
確
に
、
手
本
ご
し
て
用
ひ
ら
れ
た
ら
し
い
Q

　
鎌
倉
時
代
の
末
に
粟
田
口
の
青
瀧
院
で
剃
髪
さ
れ
た
入
道
鴬
圓
親
王
が
書
か
れ
た
明
衡
往
來

の
一
部
が
．
遽
っ
て
み
て
」
東
京
の
千
葉
胤
明
氏
の
所
藏
に
な
っ
て
み
る
（
書
苑
第
一
巻
第
四
號
及
び
第
二
巷
第
二
號
）
こ
れ
は
明

　
　
臼
本
教
育
史
上
の
手
脅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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哲
學
研
究
凪
第
百
四
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

か
に
手
本
ζ
し
て
書
か
れ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。
今
日
の
小
學
稜
や
中
衛
校
の
習
字
の
手
本
の

や
う
に
手
本
ビ
し
て
手
頃
な
大
き
さ
の
丈
字
を
書
い
て
あ
る
の
で
あ
る
。
入
争
奪
圓
親
王
は
伏

見
天
皇
の
第
五
皇
子
で
あ
る
。
初
、
奪
彦
親
王
ご
串
し
た
Q
延
慶
三
年
親
王
こ
な
り
、
つ
い
で
青
蓮

院
に
入
り
、
慈
深
法
親
王
に
從
っ
て
業
を
受
け
、
癒
長
元
年
薙
髪
し
て
名
を
奪
圓
ご
改
め
、
大
乗
院
に

住
ま
れ
た
。
四
，
度
天
台
座
主
に
任
せ
ら
れ
、
叉
四
天
王
寺
別
當
ご
爲
ら
れ
た
、
正
翌
翌
「
年
麗
じ

て
居
ら
れ
る
。
　
親
王
は
和
歌
を
善
く
し
、
又
頗
る
書
道
に
達
せ
ら
れ
た
の
で
、
朝
野
の
書
法
は
こ
れ

か
ら
「
養
し
た
ご
い
ふ
。
始
め
世
奪
寺
行
房
に
書
を
學
び
、
後
に
そ
の
弟
行
ヂ
に
師
事
し
、
更
に
上

代
の
書
法
を
褒
酌
し
て
、
青
蓮
院
流
の
「
派
を
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
親
王
が
往
來
本
を
手
本
こ
し
て
お
書
き
に
な
っ
た
事
は
、
親
王
の
薯
「
入
木
抄
」
中
に
も
明
記
さ
れ

て
み
る
。
「
入
木
抄
」
は
宇
和
元
年
（
二
〇
＝
濡
）
十
一
月
十
五
日
後
光
嚴
天
皇
に
奉
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
、

　
　
一
當
世
多
溝
息
を
手
本
ご
す
、
不
レ
可
レ
然
事
。

　
　
．
近
日
手
本
所
、
望
の
輩
多
分
消
息
也
。
所
存
に
た
が
ふ
ご
い
へ
ご
・
も
、
人
の
所
望
に
し
旋
が

　
　
　
ひ
．
て
、
多
事
か
き
あ
た
ふ
る
も
の
也
。
　
こ
れ
し
か
し
な
，
が
ら
不
知
案
内
の
人
の
所
爲
に
」
は
・

　
　
　
一
わ
う
中
型
レ
此
だ
う
り
に
て
候
。
彼
の
ε
も
が
ら
が
意
に
思
ふ
や
う
を
さ
っ
し
存
候
に
、
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能
書
に
成
て
手
本
を
も
か
き
、
色
紙
形
、
誠
諦
、
願
丈
を
も
清
書
せ
ん
事
は
不
審
な
り
。
只
指

當
り
て
、
消
息
剛
通
な
だ
ら
か
に
書
だ
ら
ん
に
可
レ
爲
F
足
Q
傍
消
息
を
な
ら
ふ
べ
し
ご
存
候

　
欺
。
此
條
、
ひ
と
へ
に
滋
を
し
ら
ざ
る
ゆ
へ
な
り
。
先
此
み
ち
を
ば
い
か
に
意
得
、
我
器
量

を
ば
い
か
に
存
じ
て
、
み
だ
り
に
拳
法
を
定
め
て
、
分
層
を
置
く
べ
き
そ
や
。
（
中
略
）
。
消
息

　
ご
申
事
は
あ
な
が
ち
に
筆
髄
を
か
ひ
つ
く
ろ
は
す
、
卜
す
る
一
ご
書
下
候
間
、
古
賢
の
筆

も
手
本
に
成
ぬ
べ
き
は
希
有
の
物
に
て
候
。
ま
し
て
奇
警
の
手
跡
、
沙
汰
の
外
の
事
に
て

候
。
し
か
る
を
我
は
消
息
を
習
は
む
ε
て
、
能
筆
の
か
き
す
て
た
る
清
心
、
ひ
ろ
ひ
あ
つ
め

て
習
學
候
は
、
更
に
消
息
を
も
な
だ
ら
か
に
か
き
得
す
候
。
ま
つ
い
か
に
も
道
に
志
を
深

く
し
て
、
清
書
の
本
を
習
候
は
む
に
、
数
奇
も
す
た
れ
、
器
量
も
及
ば
す
候
は
、
さ
て
ご
ま
）
候

ε
も
、
さ
す
が
に
…
し
き
う
習
て
候
は
ん
に
、
功
む
な
し
か
る
べ
か
ら
す
候
へ
ば
能
書
ま
で

な
ら
す
ビ
も
、
溝
平
な
ざ
は
見
苦
し
か
ら
五
罪
に
か
き
候
べ
く
候
。
は
じ
め
よ
う
消
息
ε

出
立
候
は
い
、
発
見
を
も
か
き
得
す
候
な
り
。
大
宗
の
詞
に
、
法
を
上
に
ε
る
故
に
爲
レ
中
、
法

を
中
に
ご
る
故
に
、
下
だ
る
事
を
得
ご
申
こ
ご
も
墨
筆
也
。
　
手
本
と
て
往
事
な
ご
か
く
は
、

た
や
書
状
な
ご
に
は
に
す
、
い
さ
、
か
筆
を
か
ひ
つ
く
ろ
ひ
て
こ
そ
か
き
候
へ
こ
も
、
そ
れ

も
五
六
に
て
野
間
、
い
か
に
も
清
書
の
物
に
は
筆
仕
も
ち
が
ひ
候
也
。
（
下
略
）

臼
本
教
育
吏
上
の
手
餐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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こ
の
文
に
よ
っ
て
、
報
時
は
「
往
來
逢
い
ふ
名
欝
で
、
手
紙
交
を
手
習
の
手
本
に
書
く
こ
ご
が
、
一
般

に
漱
迎
さ
れ
た
こ
ご
が
分
る
。
親
王
は
書
滋
そ
の
も
の
か
ら
往
來
本
を
非
難
し
て
居
ら
れ
る
が
．

低
い
身
分
の
武
士
、
難
民
は
、
親
王
の
考
へ
て
居
ら
れ
る
や
う
な
高
い
程
度
の
書
を
學
ぶ
こ
ε
は
稀

で
あ
る
か
ら
、
西
宮
は
往
玉
本
で
十
分
で
あ
っ
た
。
爾
、
尊
圓
親
王
御
筆
ε
い
ふ
手
習
手
本
は
色
々

あ
る
ゆ
「
康
富
記
」
享
徳
三
年
（
二
…
…
四
）
七
月
廿
二
臼
の
記
事
に
は
、
曾
圓
親
王
御
筆
御
津
作
の
詩
歌

一
懇
を
「
無
讐
之
御
手
本
也
を
評
し
て
あ
り
、
一
條
兼
良
の
「
尺
素
往
來
」
に
は
、
・

　
　
近
田
者
和
字
漢
字
、
共
以
主
円
蓮
院
奪
圓
親
王
御
筆
嚇
爲
二
塁
模
h
而
都
鄙
翫
レ
之
。

ご
記
し
て
あ
る
位
で
あ
る
か
ら
、
親
王
の
御
書
は
可
な
’
り
厚
く
賞
玩
さ
れ
、
そ
の
書
風
は
室
町
時
代

以
降
暴
く
流
行
し
だ
爲
で
あ
る
が
、
奪
圓
親
王
御
筆
を
版
木
に
刻
し
だ
こ
い
ふ
奥
書
を
つ
け
た
往

來
本
が
、
庭
訓
往
亡
、
百
方
往
來
等
色
々
あ
る
。
こ
れ
ら
は
親
王
よ
り
後
に
出
來
た
も
の
で
あ
っ
て
、

親
王
御
筆
こ
い
ふ
の
は
明
か
に
僑
托
で
あ
る
が
、
和
漢
朗
詠
集
じ

　
　
函
丈
元
年
七
月
二
十
日
。
　
爲
二
□
□
手
本
所
　
書
目
一
也
。
　
殊
刷
“
士
官
ハ
不
レ
可
．
聯
璽
永
爲
論
家
珍
ハ
可
レ
傳
二

　
　
來
葉
而
已
。

こ
い
ふ
奥
書
の
あ
る
手
本
が
あ
る
。
　
こ
れ
は
年
代
の
上
か
ら
は
、
無
理
は
な
い
が
、
果
し
て
、
そ
の
筆

が
親
王
筆
ざ
し
て
信
用
出
來
る
も
の
か
、
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
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し
か
し
奪
圓
親
王
の
頃
．
即
ち
鎌
倉
末
期
及
び
南
北
朝
の
頃
に
、
往
來
本
は
確
に
習
字
手
本
こ
し

て
用
ひ
ら
れ
て
居
り
、
親
王
も
書
い
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
し
湖
っ
て
鎌
倉
糟
毛
に
は
往

來
本
が
手
本
ご
し
て
用
ひ
ら
れ
て
る
た
ビ
認
め
て
良
か
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
或
は
想
像
を
逞
し

う
す
る
ご
鎌
倉
時
代
の
初
頭
に
も
行
は
れ
た
か
ご
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
習
宇
手
本

は
往
來
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
他
色
々
の
者
が
用
ひ
ら
れ
た
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
。
い
ろ
は
、
和
漢

朗
詠
集
は
そ
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
七

　
往
來
本
が
か
く
「
般
民
衆
の
手
習
の
手
本
こ
な
り
っ
、
あ
る
事
ご
、
並
行
し
て
、
往
卸
本
の
内
容

も
初
歩
の
数
科
書
ご
し
て
適
當
す
る
や
う
に
内
容
が
墾
化
し
て
至
る
の
で
あ
る
。

　
有
爵
時
代
の
ご
く
末
頃
に
出
來
た
十
二
月
往
來
こ
い
ふ
の
が
あ
る
。
古
來
菅
原
道
眞
の
作
ご

言
は
れ
て
る
る
○
之
を
信
ず
れ
ば
、
勿
論
明
確
往
來
よ
り
古
い
が
、
明
衡
往
古
な
ざ
古
い
も
の
に
比

べ
て
種
々
の
黙
に
於
て
後
出
の
者
ご
認
め
ら
れ
る
〇
十
二
月
往
來
は
毎
月
往
復
各
一
蓮
づ
、
の

手
紙
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
　
）
十
二
月
往
來
の
文
は
明
衡
往
來
に
比
べ
て
文
章
が
孚
易
蓮
俗

に
な
り
、
鎌
倉
時
代
風
の
和
臭
を
帯
び
た
も
の
に
な
っ
て
み
る
。
（
二
）
雨
露
往
來
の
交
は
實
際
に
用

ひ
淀
も
の
ご
見
う
る
ほ
こ
事
實
に
迫
つ
だ
内
容
を
持
っ
て
る
る
が
、
十
二
月
往
來
は
い
か
に
も
手

　
　
日
塞
教
育
吏
上
の
手
脅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
熱
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山
ハ

紙
の
模
範
ご
し
て
作
つ
だ
ら
し
い
型
に
嵌
っ
た
手
紙
を
集
め
て
あ
る
。
（
三
）
十
二
月
往
來
は
二
十

四
通
の
手
紙
し
か
な
い
が
、
信
士
往
來
に
は
六
憲
本
で
は
二
百
十
五
通
の
手
紙
が
あ
る
。
初
學
用

こ
し
て
は
十
二
月
往
來
の
方
が
便
利
で
あ
る
。
西
朗
衡
往
來
は
、
そ
の
手
紙
の
排
列
．
が
一
定
の
法

針
に
嚴
密
に
從
っ
て
な
い
Q
日
附
の
な
い
手
紙
も
あ
る
Q
十
二
丹
急
心
は
必
ず
毎
月
二
通
で
あ

る
。
立
っ
て
十
二
月
往
來
は
大
庇
か
ら
見
て
．
…
般
に
往
來
本
を
初
學
の
激
科
書
ビ
し
て
認
め
ら

れ
た
後
に
、
鴇
來
だ
も
の
か
ビ
思
は
れ
る
。
帥
ち
著
作
の
動
機
に
於
て
、
歯
面
の
も
の
よ
り
も
＝
贋

教
科
書
製
作
の
意
圖
が
明
か
で
あ
る
。
十
二
月
往
事
は
そ
の
中
に
大
江
匡
房
の
「
江
家
次
第
」
を
引

い
て
み
る
か
ら
、
淡
し
て
菅
公
當
時
の
も
の
で
な
く
、
百
年
以
上
後
に
毘
π
大
江
重
婚
よ
り
爾
後
の

も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
鎌
倉
初
期
に
新
十
二
月
往
來
ご
い
ふ
の
が
あ
っ
て
、
藤
原
良
経
の
作
ご

認
め
ら
れ
る
か
ら
、
十
二
月
往
來
は
大
江
匡
房
（
…
七
9
i
…
七
七
一
）
よ
り
藤
原
漏
壷
（
天
二
九
孟
入
杢
ハ
）
の

間
に
出
來
た
も
の
に
蓮
が
な
い
。
こ
れ
を
も
う
少
し
限
定
し
て
見
る
と
恐
ら
く
江
家
次
第
が
田

來
π
當
時
の
も
の
で
な
く
、
そ
れ
よ
り
や
、
久
し
い
年
代
を
経
た
後
に
、
江
家
次
第
が
故
實
の
参
考

書
ピ
し
て
有
力
な
も
の
で
あ
る
ざ
…
般
に
溢
せ
ら
れ
た
時
以
後
の
も
の
ご
思
は
れ
る
か
ら
、
ま
つ

｝
入
○
○
年
以
後
，
良
経
幼
少
の
頃
ま
で
の
も
の
で
あ
ら
う
ε
思
ふ
。

　
十
二
月
往
來
の
形
式
は
非
常
に
獣
迎
さ
れ
た
と
見
え
て
、
新
十
二
月
往
來
以
下
久
し
く
襲
用
さ
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れ
、
江
戸
時
代
中
期
ま
で
繊
鳴
す
る
の
で
・
あ
る
。
但
し
凡
て
の
往
素
本
が
江
戸
時
代
ま
で
十
二
月

注
來
の
形
式
を
襲
っ
た
の
で
は
な
い
が
こ
の
形
式
に
從
つ
π
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
附
記
、
書
面
第
四
懇
第
二
號
に
法
性
寺
關
臼
忠
通
藁
筆
消
息
士
爵
ご
い
ふ
の
が
掲
げ
て
あ
る
○

　
漏
壷
が
六
篇
だ
け
現
存
し
、
多
三
月
の
往
復
の
手
紙
ご
な
っ
て
み
る
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
元
來
は

　
春
夏
秋
も
具
備
し
、
こ
十
四
遍
の
往
復
が
そ
ろ
っ
て
み
た
ら
し
い
Q
　
手
習
の
手
本
で
あ
る
か
ら
、

　
面
癖
時
代
劇
に
も
消
息
を
手
本
こ
し
だ
こ
ε
も
あ
っ
π
の
で
あ
る
。
も
し
忠
通
の
筆
ε
す
れ

　
ば
、
忠
通
の
死
去
し
た
長
寛
二
年
（
一
入
二
四
年
）
以
前
に
出
土
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
形
が
今
欝
で
は

　
分
ら
な
い
し
、
も
し
原
形
が
二
十
四
通
を
十
二
箇
月
を
配
翻
し
て
あ
っ
た
ビ
す
れ
ば
十
二
月
往

　
家
よ
り
若
干
年
古
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
十
二
月
点
心
ほ
ざ
流
布
し
な
か
つ
だ
ら
し
い
か

　
ら
、
十
二
月
一
一
十
四
通
の
露
語
本
の
最
古
の
形
式
は
そ
の
流
布
の
黙
よ
り
し
て
十
二
月
往
來
を

　
以
て
最
初
の
も
の
ご
代
表
さ
せ
℃
も
大
し
て
不
都
合
で
な
い
ご
信
ず
る
。

　
な
ほ
こ
、
に
想
像
す
る
こ
ご
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
か
く
二
十
四
通
ほ
こ
の
分
量
の
少
い
往
家

本
が
幽
寂
さ
れ
た
ご
い
ふ
理
由
は
、
輩
に
往
謡
本
が
手
紙
の
模
範
交
集
た
る
時
代
に
は
、
ち
よ
つ
ご

考
へ
に
く
い
。
手
紙
を
書
く
必
要
の
あ
る
場
合
を
網
羅
す
る
黙
か
ら
言
へ
ば
、
手
紙
が
多
く
含
ま

れ
て
み
る
方
が
よ
い
ご
思
は
れ
る
。
　
分
量
の
少
い
の
が
獣
迎
さ
れ
π
の
は
、
そ
れ
が
習
字
手
本
兼

　
　
日
本
教
育
史
上
の
手
智
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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七
入

用
こ
し
て
の
役
属
を
帯
び
る
や
プ
フ
に
な
つ
π
爲
で
は
な
い
か
ご
思
ふ
。
習
字
手
本
こ
す
れ
ば
交

字
の
大
い
さ
が
大
き
い
か
ら
，
手
紙
が
多
く
て
は
、
一
冊
…
に
ま
ご
ま
り
に
く
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
八

　
遽
に
鎌
倉
時
代
の
末
に
な
る
ご
、
手
習
ご
い
ふ
語
が
「
初
歩
の
激
辛
」
ざ
同
じ
概
念
ご
見
ら
れ
る
や

う
に
な
っ
て
來
た
。
何
か
或
學
藝
の
入
門
を
手
習
ご
い
ふ
や
う
に
な
っ
て
來
た
。
　
つ
ま
り
「
手
ほ

こ
き
」
こ
い
ふ
や
う
な
意
昧
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
王
時
代
貴
族
の
敷
育
で
は
子
供
の
敷
育
は
必
ず
し
も
手
習
を
先
ご
し
又
は
主
ご
し
た
の
で

は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
で
は
大
抵
手
習
の
み
で
學
習
を
昂
る
か
、
叉
は
漢
籍
に
逡
む
に
し
て
も
、
先
に

手
習
を
學
ぶ
の
が
一
般
の
順
序
で
あ
っ
だ
ら
し
い
。

　
源
李
盛
衰
記
憲
二
十
五
に
、
木
曾
義
仲
が
子
供
の
時
に
、

　
　
馬
．
ヲ
馳
セ
、
弓
ヲ
射
モ
、
是
モ
李
家
ヲ
攻
ム
。
ヘ
キ
手
習
ゾ

ご
思
っ
て
、
武
藝
を
練
磨
し
た
ε
あ
る
。
も
こ
よ
り
こ
れ
は
義
仲
の
語
で
な
く
し
て
、
盛
衰
記
著
者

の
考
を
表
現
し
た
ご
見
る
べ
き
で
あ
る
ρ
盛
変
記
の
原
型
は
恐
ら
く
鎌
倉
時
代
の
末
に
出
來
た

も
の
こ
思
ふ
○

　
右
の
手
習
の
語
は
乗
馬
の
練
習
、
弓
を
射
る
練
習
が
卒
家
を
幽
す
べ
き
工
夫
の
第
一
歩
で
あ
る



76・一t

こ
い
ふ
意
昧
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
明
か
に
、
手
習
が
初
歩
の
敦
育
の
中
心
こ
な
っ
て
み
た
、
む
し
ろ
「
初

歩
の
激
育
」
ご
手
習
ご
が
殆
ざ
同
一
の
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
る
ご
信
じ
て
よ
か
ら
う
。

　
こ
、
で
注
意
す
べ
き
は
、
李
安
時
代
に
習
字
以
外
に
種
々
の
意
昧
に
手
習
ご
い
ふ
語
を
使
っ
た

か
ら
、
こ
、
の
「
雫
家
を
攻
む
べ
き
手
捌
」
も
、
李
安
時
代
以
來
あ
っ
だ
用
法
の
綴
績
で
は
な
い
か
ご
い

ふ
疑
問
も
お
こ
る
が
、
こ
の
疑
問
は
誤
で
あ
る
。
何
こ
な
れ
ば
、
李
安
時
代
の
用
法
は
習
宇
以
外
で

も
多
く
書
道
に
面
し
て
み
る
か
ら
「
手
」
の
技
術
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
用
法
で
も
、
琴
や
舞
な
ご

に
擁
す
る
手
警
で
あ
っ
て
、
凡
て
h
手
」
の
技
術
の
練
習
で
あ
る
。
　
然
る
に
［
李
家
を
攻
む
べ
き
手
習
」
は

思
考
作
用
に
關
し
て
、
手
習
ご
使
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
新
し
い
用
法
で
あ
る
。
か
つ
て
無
か

っ
た
用
法
で
あ
る
。

　
同
機
に
手
本
ビ
い
ふ
語
も
、
習
字
以
外
に
靡
く
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
て
來
る
。
手
本
は
李

安
か
ら
鎌
倉
へ
か
け
て
は
習
宇
の
手
本
に
限
ら
れ
て
み
る
が
、
鎌
倉
の
末
か
．
南
北
朝
に
な
っ
て
、
凡

て
模
範
ご
か
標
準
ご
か
い
ふ
意
味
に
使
ふ
や
う
に
な
る
。
南
北
朝
時
代
の
末
に
出
來
た
太
李
記

懇
七
に
、
元
弘
三
年
大
塔
宮
心
良
親
王
が
吉
野
の
城
に
立
籠
っ
て
北
條
氏
の
大
軍
ビ
戦
は
れ
た
が
、

城
が
今
や
攻
落
さ
れ
さ
う
に
な
っ
た
時
，
村
上
義
光
が
親
王
の
御
身
代
に
櫓
の
上
で
膚
害
し
て
死

ぬ
。
フ
て
の
時
、
義
・
光
は
「
只
ム
ー
白
H
害
ス
ル
有
燵
御
見
置
テ
、
汝
等
が
武
聯
藩
論
二
品
プ
、
腹
ヲ
切
ン
ズ
ル
時
ノ

　
　
巨
鳥
教
育
史
上
の
手
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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哲
學
研
究
　
第
百
四
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
○

手
本
一
丁
ヨ
」
ご
大
音
聲
に
、
宮
の
御
名
を
名
乗
っ
て
切
腹
す
る
。
長
い
て
義
経
記
懇
六
に
も
「
自
害

せ
ん
す
る
者
の
爲
に
是
こ
そ
末
代
の
手
本
よ
。
」
ご
あ
り
、
更
に
細
川
油
鼠
記
に
〔
楚
口
蓋
時
ノ
入
ノ

手
本
ト
モ
可
レ
成
人
ナ
ソ
。
」
な
ざ
ご
使
っ
て
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
明
か
に
習
字
以
外
に
、
手
本
ご
使
っ
た
例
で
あ
る
。
　
手
習
を
習
学
以
外
に
、
手
本
を
書

論
以
外
に
使
っ
た
例
が
、
よ
く
探
せ
ば
転
意
盛
衰
記
や
太
李
記
以
前
に
も
、
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

ま
つ
鎌
倉
時
代
宋
、
せ
い
み
＼
中
期
に
始
る
か
ご
思
は
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
の
起
つ
だ
事
は
、
言

ふ
ま
で
も
な
く
、
習
字
が
廣
く
…
般
に
普
及
し
、
手
習
こ
か
手
本
ご
か
言
ふ
語
が
極
め
て
日
常
普
通

に
用
ひ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
ε
論
断
し
て
よ
か
ら
う
ご
思
ふ
。
（
昭
和
三
年
六
月
）
（
以
下
次
號
）


